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柏 市 防 災事 業 の取 組 み  

 

 
①  柏 市 防 災 マ ッ プ に つ い て  

 

  合 併 後 の 新 た な 防 災 マ ッ プ を 作 成 し ， 平 成 １ ８ 年 １ 月 １  

 ５ 日 に 各 町 会 長 等 を 通 じ て 各 世 帯 に 配 布 し ま し た 。  

  ま た ， 在 住 外 国 人 に も 周 知 出 来 る よ う ， ６ ヶ 国 語 （ 日 本 ，  

 英 語 ， 中 国 ， 韓 国 ， ス ペ イ ン ， ポ ル ト ガ ル ） の 防 災 マ ッ プ  

 も 作 成 し ま し た 。  

  配 布 の と お り 。  

 

②  災 害 時 要 援 護 者 支 援 対 策 に つ い て  

 

  災 害 時 要 援 護 者 支 援 対 策 に つ い て は ， 平 成 １ ７ 年 度 に 柏  

 市 災 害 時 要 援 護 者 支 援 検 討 協 議 会 を ３ 回 開 催 し ， 災 害 時 要  

 援 護 者 支 援 策 に か か る 基 本 方 針 や 取 り 組 み を 進 め る た め の  

 課 題 に つ い て ， 協 議 を 行 っ て ま い り ま し た 。 こ の 検 討 は ，  

 消 防 庁 の 避 難 支 援 プ ラ ン 作 成 の モ デ ル 地 域 の 指 定 を 受 け て  

 お り ま す 。 災 害 時 要 援 護 者 の 支 援 を 推 進 す る た め ， 去 る ６  

 月 １ 日 に 本 支 援 事 業 の 推 進 母 体 と な る 柏 市 防 災 福 祉 Ｋ － Ｎ  

 ｅ ｔ を 立 ち 上 げ ま し た 。  

  今 後 は ， ４ 箇 所 （ 豊 四 季 台 団 地 防 災 会 ， 新 栄 町 会 防 災 部 ，  

 西 山 町 会 防 災 会 ， 大 津 ヶ 丘 第 二 住 宅 管 理 組 合 防 災 会 ） の モ  

 デ ル 地 区 で 災 害 時 要 援 護 者 や 支 援 者 の 登 録 ， 避 難 訓 練 な ど  

 を 実 施 す る こ と に よ り ， こ の 施 策 の 標 準 的 な マ ニ ュ ア ル 化  

 を 図 っ て ま い り ま す 。  

  な お ， 災 害 時 要 援 護 者 安 全 確 保 の 対 策 や 柏 市 防 災 福 祉 Ｋ  

 － Ｎ ｅ ｔ に つ い て は ， 広 く 市 民 に 周 知 す る と と も に ， ボ ラ  

 ン テ ィ ア 団 体 や 介 護 等 の サ ー ビ ス 事 業 者 な ど に 呼 び 掛 け ，  

 平 常 時 か ら の 見 守 り や 支 援 の 強 化 充 実 を 図 っ て ま い り ま す 。  
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③ 平 成 １ ８ 年 度  防 災 施 設 整 備 に つ い て 

 

  防災施設整備実績及び整備計画 

整備項目 
平成１７年度 

までの整備実績 
平成１８年度整備計画 備  考 

１ 防災行政 

 無線（固定 

 系）の整備 

総計 １６０基  災害時の市民への情報伝達・広報用とし

て整備している。 

 平成１８年度から防衛庁の補助金導入が

決定されたことにより５ヵ年（平成１８度

から平成２２年度）計画で，親局１局，子

局１２７局を更新する。 

 当該年度は，親局１局，子局２４局を整

備する予定である。 

（工事請負費 150,336千円） 

 

 平成１７年度は，防衛庁の補助金

を導入していくため，システム全体

の改修計画及び老朽化調査及び補助

要望等の協議を進めた。 

 

・耐震性（井戸 

 付）貯水装置 

   ２０箇所 

 

  

 

  

 

 

 

・簡易防災用井 

 戸 

   １５箇所 

２ 耐震性（井 

 戸付）貯水装 

 置・簡易防災 

 用井戸の設置 

 

  平成１７年度は，風早北部小学

校，高柳小学校に整備した。 

 

３ 防災備蓄倉 

 庫の設置 

合計 ４０箇所   平成１７年度は，リフレッシュプ

ラザ柏に防災倉庫が整備された。 

 

 


